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2012 年４月 13 日 

 

大阪経済記者クラブ各位 

 

 

公益社団法人関西経済連合会 

 
 

関経連山東省・遼寧省訪問団派遣と同行取材のご案内 

 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、本年は日中国交正常化 40 周年にあたり、両国間の戦略的互恵関係を深化・発展

させていくことが期待されております。そこで、関西経済界では、７団体合同により関

西財界訪中代表団を派遣し、政治体制・経済政策ともに転換期を迎えた中国と関西・日

本の経済関係をいっそう強化するため国家指導者・政府首脳クラスとの意見交換を行う

とともに、併催行事として「中国・関西 環境都市創造フォーラム」を開催することを

計画しております。 

この機会に関西経済連合会では、訪中代表団の派遣に併せて７月４日（水）夜から７

月８日（日）にかけて環渤海経済圏の主要な役割を担い、今後の多様な協力関係の構築

が期待できる山東省と遼寧省を訪問し、今後の交流強化策を探ります。 
つきましては、社務ご多忙とは存じますが、是非とも本訪問団への同行取材を賜りま

すようお願い申し上げます。 
敬 具 

 

 

 

※準備の都合上、５月２日(水)までに別紙申込書をＦＡＸでご返信ください。 

 

※なお、ご参加に際しては、ビザの関係から出入国を含め、本訪問団との同一行動が求

められます。単独での出入国や別行動は認められませんので、ご了承ください。 

 

 

（本件幹事団体） 関西経済連合会 企画広報部 三村・高橋・湯室 

ＴＥＬ：０６－６４４１－０１０５ 

ＦＡＸ：０６－６４４３－５３４７ 

 

（資料添付） ［資料１］派遣計画 

［資料２］スケジュール(案) 

［資料３］経費見積り 

［資料４］同行取材申込書 
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関経連山東省・遼寧省訪問団 派遣概要 

 

１．派遣趣旨 

 関西財界訪中代表団の派遣と併せて、山東省と遼寧省を訪問し、環渤海経済圏の主要

な役割を担い、経済発展の潜在性の高い両省との今後の多様な協力関係の構築をはか

る（当会は山東省政府との間に備忘録を、遼寧省については国貿促遼寧省分会との間

で協力合意書を締結している関係にある）。 

 

２．団構成 

 団 長 森 詳介 関経連会長（関西電力㈱会長） 

 団 員 関西財界訪中代表団参加者、関経連国際委員会委員、スタッフ、事務局など 

 

３．日 程 

2012 年７月４日(水)夜～７月８日(日) 

 

４．主な行事、訪問・懇談希望先 

＜山東省＞ 山東省政府要人など 

＜遼寧省＞ 遼寧省政府要人、長興島（臨港工業区）視察など 

［ご参考］ 

山東省 概要 

経済規模では広東省に次ぐ全国第 2 位の実力をもち、環渤海経済圏を構成する。山東半島沿海部

の青島、威海などの都市が大韓民国や日本からの投資を集め、全省経済の牽引役となっている。 

関経連は 2010 年 7 月に山東省の李兆前副省長（当時）と奥田真弥専務理事（当時）の間で備忘

録を締結している。 

 

遼寧省 概要 

大連、瀋陽を抱える中国東北地方の中心となる省で、多数の日系企業が進出している。山東省と

同様、環渤海経済圏を構成する。李克強 前遼寧省書記（現・国務院常務副総理）が指導力を発揮

した「五点一線」計画（沿岸の重点開発区５か所を高速道路で結び、経済発展を目指す）は 2009

年 7 月「遼寧沿海経済ベルト発展規画」として国務院に承認された。本年５月下旬には陳政高省

長が来日を予定している。また、2004 年に関経連は遼寧省国貿促との間で協力合意書を締結して

いる。 

 

長興島 概要 

面  積：252.5 km² (中国の島としては第 5位の大きさ) 

人  口：約 60,000 人 (2010 年) 

特  徴：長興島は渤海の東部にある島で、遼寧省大連市内に属する。「遼寧沿海経済ベルト発

展規画」の一つである大連長興島臨港工業区の重要拠点を占める。2004 年に李克強 

前遼寧省書記（現・国務院常務副総理）が手がけたプロジェクトであり、中国の要

人が数多く視察に訪れるなど、注目される開発区の一つである。 

以 上

資料１ 
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2012 年 4 月 13 日現在 

 

関西財界訪中代表団及び関経連山東省・遼寧省訪問団 日程（案） 

  

ＮＨ：全日空 

 

※アポイントの都合等によりスケジュールが変更になる場合がございます。 

※同行取材ご参加に際しては、ビザの関係から出入国を含め、本訪問団との同一行動が

求められます。単独での出入国や別行動は認められませんので、ご了承ください。 

 

日 程 
時 

間 
行  事 宿泊地 

７月 

１日（日) 

午前 

 

午後 

関空⇒ 北京（ＮＨ159 10:00 発⇒12:15 着） 

 

在中国日本大使館との交流会        

 

 

北 京 

２日（月） 
午前 

午後 

中国日本商会との懇談会 

要人面談 

 

 

北 京 

３日（火） 

午前 

 

午後 

要人面談 

 

「中国・関西 環境都市創造フォーラム」 

 

 

北 京 

４日（水） 

午前 

午後 

 

 夜 

要人面談 

要人面談・記者会見 

＜関経連山東省・遼寧省訪問団と合流＞ 

北京発（新幹線）        

済南着                 

 

 

 

 

済 南 

５日（木） 

午前 

午後 

山東省政府との懇談 

済南発（新幹線） 

北京着     

 

 

北 京 

６日（金） 

午前 

 

午後 

北京発（フライト） 

瀋陽着 

遼寧省政府との懇談                

 

 

瀋 陽 

 

７日（土） 

 

全日 

遼寧省（長興島）視察 

瀋陽 ⇒ 長興島 ⇒ 大連 

 

 

 

大 連 

８日（日） 
午後 大連⇒ 関空      

 

 

 

資料２ 
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関経連山東省・遼寧省訪問団 同行取材経費見積り（概算） 

（訪中代表団の参加経費に加えて） 

 

１．航空運賃（４月 12 日現在、往復金額） 

・中国国内線航空券（エコノミークラス） 20,500 円 

 

２．新幹線代 

   北京⇔済南 往復（一等） 13,600 円 

 

３．宿泊経費（スタンダード／朝食付） 

   済南（山東大厦）１泊  

 12,700 円 

   北京（長富宮飯店）１泊  18,000 円 

   瀋陽（シェラトンホテル）１泊  13,400 円 

   大連（シャングリラホテル）１泊  18,600 円 

 

４．その他諸経費 

   移動交通費、通訳費等 約 30,000 円 

 

 

【 合 計 】エコノミークラス利用の場合     約 13 万円 

 

 

５．経費のお支払いについて 

①(１)航空運賃、(２)新幹線代、(３)宿泊経費については、近畿日本ツーリストより団

出発前にご請求申し上げます。 

②(４)その他諸経費につきましては、帰国後精算の上、関経連よりご請求させていただき

ます。 

 ③その他、ホテル内で利用された個人的経費(電話、クリーニング代等)については、帰

国後、近畿日本ツーリストよりご請求申し上げます。 

 

 

＊旅行取扱い：近畿日本ツーリスト株式会社 大阪法人旅行支店 担当者：西嶋 謙治 

    TEL:06-4397-8778 FAX:06-4397-8779 

                               以 上 

 
資料３ 
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ＦＡＸ ： ０６－６４４３－５３４７ 

関西経済連合会 企画広報部 湯室 行 
 

 

関経連山東省・遼寧省訪問団 同行取材申込書 

 
 

 

社 名 

和文 
 

英文 
 

 

役 職 

和文 
 

英文 
 

 

氏 名 

和文 
 

英文 
 

生年月日       年    月    日 

 

 

連絡先 

（勤務先） 

 

住 所 

〒 

 

 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  
携帯電

話 

 

e-mail 

 

パスポート 

の有無 

（いずれかに○をおつけ下さい） 

有            無 

 
 

※ご参加のお申し込みをいただいた方には、査証の申請等渡航手続に関して、近畿日本ツーリス

トより折り返しご案内申し上げます。 

※複数名ご参加の場合（カメラ・クルーの方含む）は、コピーしてご使用下さい。 
 

 

別 紙 


